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（1）令和３（2021）年７月30日　金曜日
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○ 森 林 組 合 法 施 行 細 則 の 一 部 改 正

栃 木 県 規 則 第 三 十 九 号

森 林 組 合 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 三 年 七 月 三 十 日

栃 木 県 知 事 福 田 富 一

森 林 組 合 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

森 林 組 合 法 施 行 細 則 （ 昭 和 五 十 三 年 栃 木 県 規 則 第 六 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 申 請 書 等 の 様 式 及 び 部 数 ） （ 申 請 書 等 の 様 式 及 び 部 数 ）

第 二 条 法 の 規 定 に よ り 、 知 事 に 提 出 す る 申 請 書 等 第 二 条 法 の 規 定 に よ り 、 知 事 に 提 出 す る 申 請 書 等

並 び に そ の 様 式 及 び 提 出 部 数 は 、 次 の 表 の 事 項 の 並 び に そ の 様 式 及 び 提 出 部 数 は 、 次 の 表 の 事 項 の

欄 の 事 項 に つ い て 、 そ れ ぞ れ 当 該 申 請 書 等 の 欄 、 欄 の 事 項 に つ い て 、 そ れ ぞ れ 当 該 申 請 書 等 の 欄 、

様 式 の 欄 及 び 提 出 部 数 の 欄 に 定 め る と お り と す 様 式 の 欄 及 び 提 出 部 数 の 欄 に 定 め る と お り と す

る 。 る 。

事 項 申 請 書 等 様 式

提 出

事 項 申 請 書 等 様 式

提 出

部 数 部 数

一 ～ 二 の 二 略 一 ～ 二 の 二 略

三 法 第 八 十 四 条 略 略 略 三 法 第 八 十 四 条 略 略 略

第 二 項 の 規 定 に 第 二 項 の 規 定 に

よ る 合 併 の 認 可 よ る 合 併 の 認 可

申 請 申 請

三 の 二 法 第 八 十 吸 収 分 割 認 別 記 様 三

八 条 の 三 第 二 項 可 申 請 書 式 第 三

の 規 定 に よ る 吸 号 の 二

収 分 割 の 認 可 申

請
三 の 三 法 第 百 八 新 設 分 割 認 別 記 様 三

条 の 十 三 第 二 項 可 申 請 書 式 第 三

の 規 定 に よ る 新 号 の 三

設 分 割 の 認 可 申

請
四 ～ 十 八 略 四 ～ 十 八 略

２ 前 項 の 表 一 の 項 か ら 三 の 項 ま で 、 四 の 項 及 び 十 ２ 前 項 の 表 一 の 項 か ら 四 の 項 及 び 十

八 の 項 の 規 定 は 、 生 産 森 林 組 合 及 び 森 林 組 合 連 合 八 の 項 の 規 定 は 、 生 産 森 林 組 合 及 び 森 林 組 合 連 合

会 に つ い て 、 同 表 三 の 二 の 項 、 五 の 項 及 び 九 の 項 会 に つ い て 、 同 表 五 の 項 及 び 九 の 項

か ら 十 四 の 項 ま で の 規 定 は 森 林 組 合 連 合 会 に つ い か ら 十 四 の 項 ま で の 規 定 は 森 林 組 合 連 合 会 に つ い

て そ れ ぞ れ 準 用 す る 。 て そ れ ぞ れ 準 用 す る 。

（ 専 用 契 約 の 届 出 ）



（2） 号外第42号令和３（2021）年７月30日　金曜日 栃 木 県 公 報
○ 森 林 組 合 法 施 行 細 則 の 一 部 改 正

栃 木 県 規 則 第 三 十 九 号

森 林 組 合 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 三 年 七 月 三 十 日

栃 木 県 知 事 福 田 富 一

森 林 組 合 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

森 林 組 合 法 施 行 細 則 （ 昭 和 五 十 三 年 栃 木 県 規 則 第 六 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 申 請 書 等 の 様 式 及 び 部 数 ） （ 申 請 書 等 の 様 式 及 び 部 数 ）

第 二 条 法 の 規 定 に よ り 、 知 事 に 提 出 す る 申 請 書 等 第 二 条 法 の 規 定 に よ り 、 知 事 に 提 出 す る 申 請 書 等

並 び に そ の 様 式 及 び 提 出 部 数 は 、 次 の 表 の 事 項 の 並 び に そ の 様 式 及 び 提 出 部 数 は 、 次 の 表 の 事 項 の

欄 の 事 項 に つ い て 、 そ れ ぞ れ 当 該 申 請 書 等 の 欄 、 欄 の 事 項 に つ い て 、 そ れ ぞ れ 当 該 申 請 書 等 の 欄 、

様 式 の 欄 及 び 提 出 部 数 の 欄 に 定 め る と お り と す 様 式 の 欄 及 び 提 出 部 数 の 欄 に 定 め る と お り と す

る 。 る 。

事 項 申 請 書 等 様 式

提 出

事 項 申 請 書 等 様 式

提 出

部 数 部 数

一 ～ 二 の 二 略 一 ～ 二 の 二 略

三 法 第 八 十 四 条 略 略 略 三 法 第 八 十 四 条 略 略 略

第 二 項 の 規 定 に 第 二 項 の 規 定 に

よ る 合 併 の 認 可 よ る 合 併 の 認 可

申 請 申 請

三 の 二 法 第 八 十 吸 収 分 割 認 別 記 様 三

八 条 の 三 第 二 項 可 申 請 書 式 第 三

の 規 定 に よ る 吸 号 の 二

収 分 割 の 認 可 申

請
三 の 三 法 第 百 八 新 設 分 割 認 別 記 様 三

条 の 十 三 第 二 項 可 申 請 書 式 第 三

の 規 定 に よ る 新 号 の 三

設 分 割 の 認 可 申

請
四 ～ 十 八 略 四 ～ 十 八 略

２ 前 項 の 表 一 の 項 か ら 三 の 項 ま で 、 四 の 項 及 び 十 ２ 前 項 の 表 一 の 項 か ら 四 の 項 及 び 十

八 の 項 の 規 定 は 、 生 産 森 林 組 合 及 び 森 林 組 合 連 合 八 の 項 の 規 定 は 、 生 産 森 林 組 合 及 び 森 林 組 合 連 合

会 に つ い て 、 同 表 三 の 二 の 項 、 五 の 項 及 び 九 の 項 会 に つ い て 、 同 表 五 の 項 及 び 九 の 項

か ら 十 四 の 項 ま で の 規 定 は 森 林 組 合 連 合 会 に つ い か ら 十 四 の 項 ま で の 規 定 は 森 林 組 合 連 合 会 に つ い

て そ れ ぞ れ 準 用 す る 。 て そ れ ぞ れ 準 用 す る 。

（ 専 用 契 約 の 届 出 ）

第 七 条 削 除 第 七 条 森 林 組 合 又 は 森 林 組 合 連 合 会 は 、 法 第 三 十

四 条 第 一 項 （ 法 第 百 九 条 第 二 項 に お い て 準 用 す る

場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に よ り 専 用 契 約 を 締 結 し た

と き は 、 森 林 組 合 （ 森 林 組 合 連 合 会 ） 専 用 契 約 届

（ 別 記 様 式 第 二 十 四 号 ） を 知 事 に 提 出 し な け れ ば

な ら な い 。

（ 決 議 又 は 選 挙 若 し く は 当 選 の 取 消 請 求 ） （ 議 決 又 は 選 挙 若 し く は 当 選 の 取 消 請 求 ）

第 十 条 組 合 員 又 は 会 員 は 、 法 第 百 十 五 条 第 一 項 の 第 十 条 組 合 員 又 は 会 員 は 、 法 第 百 十 五 条 第 一 項 の

規 定 に よ り 組 合 の 決 議 又 は 選 挙 若 し く は 当 選 の 取 規 定 に よ り 組 合 の 議 決 又 は 選 挙 若 し く は 当 選 の 取

消 し の 請 求 を し よ う と す る と き は 、 決 議 （ 選 挙 又 消 し の 請 求 を し よ う と す る と き は 、 議 決 （ 選 挙 又

は 当 選 ） 取 消 請 求 書 （ 別 記 様 式 第 二 十 七 号 ） を 知 は 当 選 ） 取 消 請 求 書 （ 別 記 様 式 第 二 十 七 号 ） を 知

事 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 事 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

別 記 様 式 第 三 号 の 次 に 次 の 二 様 式 を 加 え る 。



（3）号外第42号栃 木 県 公 報令和３（2021）年７月30日　金曜日

別記様式第３号の２（第２条関係） 

吸 収 分 割 認 可 申 請 書 

年   月   日 

  栃木県知事    様 

吸収分割承継組合等 住  所 

名  称 

代表理事氏名          

 

吸収分割組合等   住  所 

名  称 

代表理事氏名 

 

  森林組合法第 88 条の３第２項の規定により、  森林組合と  森林組合との吸収分

割をしたいので認可願いたく、関係書類を添えて申請いたします。 

記 

 関係書類 

１ 吸収分割の理由書 

２ 総会（総代会）議事録謄本 

３ 吸収分割契約書の謄本 

４ 最終事業年度に係る貸借対照表（最終事業年度がない場合にあっては、吸収分割 

組合等及び吸収分割承継組合等の成立の日における貸借対照表） 

５ 法第88条の５第１項において読み替えて準用する法第66条第２項又は第３項及び 

第67条第２項に規定する手続をしたことを証する書類 

６ 総代会において吸収分割を決議した森林組合にあっては、法第88条の５第１項に 

おいて準用する法第65条の２第１項の規定による通知の状況を記載した書類 

７ 法第88条の５第１項において準用する法第65条の２第２項の規定に基づく総会の 

招集があった場合には、当該総会までの経過を記載した書類及び当該総会の議事録

謄本 

８ 吸収分割組合等及び吸収分割承継組合等の定款、各種事業実施規程、事業計画書 

（吸収分割並びに吸収分割承継組合等及び吸収分割後の吸収分割組合等の事業経営 

についての基本方針に関する事項並びに吸収分割の日を含む事業年度以後の事業計 

画を内容に含むものに限る。）、組合員数、出資の総口数及び総額を記載した書類、 

役員の履歴書、事務所の位置を記載した書類 

９ 吸収分割経過報告書 

10 施行規則第99条の２に掲げる書類（既に添付しているものは除く。） 

11 その他知事が必要と認める書類 



（4） 号外第42号令和３（2021）年７月30日　金曜日 栃 木 県 公 報

別記様式第３号の３（第２条関係） 

新 設 分 割 認 可 申 請 書 

年   月   日 

  栃木県知事    様 

設立委員  住  所          

代表者氏名          

 

  森林組合法第 108 条の 13第２項の規定により、新たに   森林組合連合会を設立し

たいので認可願いたく、関係書類を添えて申請いたします。 

記 

１ 新設分割設立連合会の住所及び名称 

２ 新設分割組合等の住所及び名称 

関係書類 

１ 新設分割の理由書 

２ 総会（総代会）議事録謄本 

３ 新設分割計画書 

４ 最終事業年度に係る貸借対照表（最終事業年度がない場合にあっては、新設分割 

組合等の成立の日における貸借対照表） 

５ 法第108条の15において読み替えて準用する法第66条第２項又は第３項及び第67 

条第２項に規定する手続をしたことを証する書類 

６ 総代会において新設分割を決議した森林組合にあっては、法第108条の15において 

準用する法第65条の２第１項の規定による通知の状況を記載した書類 

７ 法第108条の15において準用する法第65条の２第２項の規定に基づく総会の招集 

があった場合には、当該総会までの経過を記載した書類及び当該総会の議事録謄本 

８ 新設分割設立連合会の定款、各種事業実施規程、事業計画書（新設分割並びに新 

設分割設立連合会及び新設分割後の新設分割組合等の事業経営についての基本方針 

に関する事項並びに新設分割の日を含む事業年度以後の事業計画を内容に含むもの 

に限る。）、会員数、出資の総口数及び総額を記載した書類、役員の履歴書、事務所 

の位置を記載した書類 

９ 法第108条の15において読み替えて準用する法第85条の規定により選任された設 

立委員であることの証明書及び設立委員会の議事録謄本 

10 新設分割経過報告書 

11 施行規則第99条の４に掲げる書類（既に添付しているものは除く。） 

12 その他知事が必要と認める書類 



（5）号外第42号栃 木 県 公 報令和３（2021）年７月30日　金曜日

別 記 様 式 第 二 十 四 号 を 次 の よ う に 改 め る 。

別記様式第24号削除
別 記 様 式 第 二 十 七 号 中 「議決」 を 「決議」 に 改 め る 。

附 則

こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

-
1

-

栃 木 県 規 則 第 四 十 号

栃 木 県 林 業 ・ 木 材 産 業 改 善 資 金 貸 付 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 三 年 七 月 三 十 日

栃 木 県 知 事 福 田 富 一

栃 木 県 林 業 ・ 木 材 産 業 改 善 資 金 貸 付 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

栃 木 県 林 業 ・ 木 材 産 業 改 善 資 金 貸 付 規 則 （ 平 成 十 五 年 栃 木 県 規 則 第 七 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 償 還 期 間 等 ） （ 償 還 期 間 等 ）

第 三 条 貸 付 金 の 償 還 期 間 （ 据 置 期 間 を 含 む 。 以 下 第 三 条 貸 付 金 の 償 還 期 間 （ 据 置 期 間 を 含 む 。 以 下

同 じ 。 ） は 、 十 年 以 内 と す る 。 た だ し 、 次 の 各 号 同 じ 。 ） は 、 十 年 以 内 と す る 。 た だ し 、 次 の 各 号

に 掲 げ る 資 金 に 係 る 貸 付 金 の 償 還 期 間 は 、 当 該 各 に 掲 げ る 資 金 に 係 る 貸 付 金 の 償 還 期 間 は 、 当 該 各

号 に 定 め る と お り と す る 。 号 に 定 め る と お り と す る 。

一 ～ 五 略 一 ～ 五 略

六 森 林 の 間 伐 等 の 実 施 の 促 進 に 関 す る 特 別 措 置

法 第 十 六 条 に 規 定 す る 資 金 十 二 年 以 内

七 ～ 十 略 六 ～ 九 略

２ 貸 付 金 の 据 置 期 間 は 、 三 年 以 内 と す る 。 た だ ２ 貸 付 金 の 据 置 期 間 は 、 三 年 以 内 と す る 。 た だ

し 、 前 項 第 一 号 、 第 五 号 、 第 七 号 及 び 第 十 号 に 掲 し 、 前 項 第 一 号 、 第 五 号 、 第 六 号 及 び 第 九 号 に 掲

げ る 資 金 に 係 る 貸 付 金 の 据 置 期 間 は 、 五 年 以 内 と げ る 資 金 に 係 る 貸 付 金 の 据 置 期 間 は 、 五 年 以 内 と

す る 。 す る 。

附 則 附 則

１ ・ ２ 略 １ ・ ２ 略

（ 償 還 期 間 等 の 特 例 ） （ 償 還 期 間 等 の 特 例 ）

３ 東 日 本 大 震 災 （ 平 成 二 十 三 年 三 月 十 一 日 に 発 生 ３ 東 日 本 大 震 災 （ 平 成 二 十 三 年 三 月 十 一 日 に 発 生

し た 東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 震 及 び こ れ に 伴 う 原 子 力 し た 東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 震 及 び こ れ に 伴 う 原 子 力

発 電 所 の 事 故 に よ る 災 害 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に 発 電 所 の 事 故 に よ る 災 害 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に

よ り 著 し い 被 害 を 受 け た 者 で あ っ て 、 そ の 主 要 な よ り 著 し い 被 害 を 受 け た 者 で あ っ て 、 そ の 主 要 な

事 業 用 資 産 に つ い て 東 日 本 大 震 災 に よ り 浸 水 、 流 事 業 用 資 産 に つ い て 東 日 本 大 震 災 に よ り 浸 水 、 流

失 、 滅 失 、 損 壊 そ の 他 こ れ ら に 準 ず る 損 害 を 受 け 失 、 滅 失 、 損 壊 そ の 他 こ れ ら に 準 ず る 損 害 を 受 け

た こ と 又 は そ の 生 産 物 （ そ の 加 工 品 を 含 む 。 ） に た こ と 又 は そ の 生 産 物 （ そ の 加 工 品 を 含 む 。 ） に

係 る 売 上 げ が 東 日 本 大 震 災 に よ り 平 年 の 売 上 げ に 係 る 売 上 げ が 東 日 本 大 震 災 に よ り 平 年 の 売 上 げ に

比 し て 相 当 程 度 減 少 し た こ と の 証 明 を 市 町 村 長 そ 比 し て 相 当 程 度 減 少 し た こ と の 証 明 を 市 町 村 長 そ

の 他 知 事 が 適 当 と 認 め る 機 関 か ら 受 け た も の に 貸 の 他 知 事 が 適 当 と 認 め る 機 関 か ら 受 け た も の に 貸

し 付 け る 貸 付 金 （ 東 日 本 大 震 災 の 後 令 和 四 年 三 月 し 付 け る 貸 付 金 （ 東 日 本 大 震 災 の 後 令 和 四 年 三 月

三 十 一 日 ま で に 貸 し 付 け る も の に 限 る 。 ） に つ い 三 十 一 日 ま で に 貸 し 付 け る も の に 限 る 。 ） に つ い

て の 第 三 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 条 第 一 項 て の 第 三 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 条 第 一 項

中 「 十 年 」 と あ る の は 「 十 三 年 」 と 、 同 項 第 二 号 中 「 十 年 」 と あ る の は 「 十 三 年 」 と 、 同 項 第 二 号

中 「 十 二 年 」 と あ る の は 「 十 五 年 」 と 、 同 項 第 三 中 「 十 二 年 」 と あ る の は 「 十 五 年 」 と 、 同 項 第 三

号 中 「 十 五 年 」 と あ る の は 「 十 八 年 」 と 、 同 項 第 号 中 「 十 五 年 」 と あ る の は 「 十 八 年 」 と 、 同 項 第

七 号 か ら 第 十 号 ま で の 規 定 中 「 十 二 年 」 と あ る の 六 号 か ら 第 九 号 ま で の 規 定 中 「 十 二 年 」 と あ る の

は 「 十 五 年 」 と 、 同 条 第 二 項 中 「 三 年 」 と あ る の は 「 十 五 年 」 と 、 同 条 第 二 項 中 「 三 年 」 と あ る の

は 「 六 年 」 と 、 「 、 第 五 号 、 第 七 号 」 と あ る の は は 「 六 年 」 と 、 「 、 第 五 号 、 第 六 号 」 と あ る の は

「 及 び 第 五 号 に 掲 げ る 資 金 に 係 る 貸 付 金 の 据 置 期 「 及 び 第 五 号 に 掲 げ る 資 金 に 係 る 貸 付 金 の 据 置 期

間 は 五 年 以 内 、 同 項 第 七 号 」 と 、 「 、 五 年 」 と あ 間 は 五 年 以 内 、 同 項 第 六 号 」 と 、 「 、 五 年 」 と あ

る の は 「 八 年 」 と す る 。 る の は 「 八 年 」 と す る 。
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栃 木 県 規 則 第 四 十 号

栃 木 県 林 業 ・ 木 材 産 業 改 善 資 金 貸 付 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 三 年 七 月 三 十 日

栃 木 県 知 事 福 田 富 一

栃 木 県 林 業 ・ 木 材 産 業 改 善 資 金 貸 付 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

栃 木 県 林 業 ・ 木 材 産 業 改 善 資 金 貸 付 規 則 （ 平 成 十 五 年 栃 木 県 規 則 第 七 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 償 還 期 間 等 ） （ 償 還 期 間 等 ）

第 三 条 貸 付 金 の 償 還 期 間 （ 据 置 期 間 を 含 む 。 以 下 第 三 条 貸 付 金 の 償 還 期 間 （ 据 置 期 間 を 含 む 。 以 下

同 じ 。 ） は 、 十 年 以 内 と す る 。 た だ し 、 次 の 各 号 同 じ 。 ） は 、 十 年 以 内 と す る 。 た だ し 、 次 の 各 号

に 掲 げ る 資 金 に 係 る 貸 付 金 の 償 還 期 間 は 、 当 該 各 に 掲 げ る 資 金 に 係 る 貸 付 金 の 償 還 期 間 は 、 当 該 各

号 に 定 め る と お り と す る 。 号 に 定 め る と お り と す る 。

一 ～ 五 略 一 ～ 五 略

六 森 林 の 間 伐 等 の 実 施 の 促 進 に 関 す る 特 別 措 置

法 第 十 六 条 に 規 定 す る 資 金 十 二 年 以 内

七 ～ 十 略 六 ～ 九 略

２ 貸 付 金 の 据 置 期 間 は 、 三 年 以 内 と す る 。 た だ ２ 貸 付 金 の 据 置 期 間 は 、 三 年 以 内 と す る 。 た だ

し 、 前 項 第 一 号 、 第 五 号 、 第 七 号 及 び 第 十 号 に 掲 し 、 前 項 第 一 号 、 第 五 号 、 第 六 号 及 び 第 九 号 に 掲

げ る 資 金 に 係 る 貸 付 金 の 据 置 期 間 は 、 五 年 以 内 と げ る 資 金 に 係 る 貸 付 金 の 据 置 期 間 は 、 五 年 以 内 と

す る 。 す る 。

附 則 附 則

１ ・ ２ 略 １ ・ ２ 略

（ 償 還 期 間 等 の 特 例 ） （ 償 還 期 間 等 の 特 例 ）

３ 東 日 本 大 震 災 （ 平 成 二 十 三 年 三 月 十 一 日 に 発 生 ３ 東 日 本 大 震 災 （ 平 成 二 十 三 年 三 月 十 一 日 に 発 生

し た 東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 震 及 び こ れ に 伴 う 原 子 力 し た 東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 震 及 び こ れ に 伴 う 原 子 力

発 電 所 の 事 故 に よ る 災 害 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に 発 電 所 の 事 故 に よ る 災 害 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に

よ り 著 し い 被 害 を 受 け た 者 で あ っ て 、 そ の 主 要 な よ り 著 し い 被 害 を 受 け た 者 で あ っ て 、 そ の 主 要 な

事 業 用 資 産 に つ い て 東 日 本 大 震 災 に よ り 浸 水 、 流 事 業 用 資 産 に つ い て 東 日 本 大 震 災 に よ り 浸 水 、 流

失 、 滅 失 、 損 壊 そ の 他 こ れ ら に 準 ず る 損 害 を 受 け 失 、 滅 失 、 損 壊 そ の 他 こ れ ら に 準 ず る 損 害 を 受 け

た こ と 又 は そ の 生 産 物 （ そ の 加 工 品 を 含 む 。 ） に た こ と 又 は そ の 生 産 物 （ そ の 加 工 品 を 含 む 。 ） に

係 る 売 上 げ が 東 日 本 大 震 災 に よ り 平 年 の 売 上 げ に 係 る 売 上 げ が 東 日 本 大 震 災 に よ り 平 年 の 売 上 げ に

比 し て 相 当 程 度 減 少 し た こ と の 証 明 を 市 町 村 長 そ 比 し て 相 当 程 度 減 少 し た こ と の 証 明 を 市 町 村 長 そ

の 他 知 事 が 適 当 と 認 め る 機 関 か ら 受 け た も の に 貸 の 他 知 事 が 適 当 と 認 め る 機 関 か ら 受 け た も の に 貸

し 付 け る 貸 付 金 （ 東 日 本 大 震 災 の 後 令 和 四 年 三 月 し 付 け る 貸 付 金 （ 東 日 本 大 震 災 の 後 令 和 四 年 三 月

三 十 一 日 ま で に 貸 し 付 け る も の に 限 る 。 ） に つ い 三 十 一 日 ま で に 貸 し 付 け る も の に 限 る 。 ） に つ い

て の 第 三 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 条 第 一 項 て の 第 三 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 条 第 一 項

中 「 十 年 」 と あ る の は 「 十 三 年 」 と 、 同 項 第 二 号 中 「 十 年 」 と あ る の は 「 十 三 年 」 と 、 同 項 第 二 号

中 「 十 二 年 」 と あ る の は 「 十 五 年 」 と 、 同 項 第 三 中 「 十 二 年 」 と あ る の は 「 十 五 年 」 と 、 同 項 第 三

号 中 「 十 五 年 」 と あ る の は 「 十 八 年 」 と 、 同 項 第 号 中 「 十 五 年 」 と あ る の は 「 十 八 年 」 と 、 同 項 第

七 号 か ら 第 十 号 ま で の 規 定 中 「 十 二 年 」 と あ る の 六 号 か ら 第 九 号 ま で の 規 定 中 「 十 二 年 」 と あ る の

は 「 十 五 年 」 と 、 同 条 第 二 項 中 「 三 年 」 と あ る の は 「 十 五 年 」 と 、 同 条 第 二 項 中 「 三 年 」 と あ る の

は 「 六 年 」 と 、 「 、 第 五 号 、 第 七 号 」 と あ る の は は 「 六 年 」 と 、 「 、 第 五 号 、 第 六 号 」 と あ る の は

「 及 び 第 五 号 に 掲 げ る 資 金 に 係 る 貸 付 金 の 据 置 期 「 及 び 第 五 号 に 掲 げ る 資 金 に 係 る 貸 付 金 の 据 置 期

間 は 五 年 以 内 、 同 項 第 七 号 」 と 、 「 、 五 年 」 と あ 間 は 五 年 以 内 、 同 項 第 六 号 」 と 、 「 、 五 年 」 と あ

る の は 「 八 年 」 と す る 。 る の は 「 八 年 」 と す る 。

-
2

-

４ 略 ４ 略

附 則

こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

（ 林 業 木 材 産 業 課 ）

-
1

-

栃 木 県 規 則 第 四 十 一 号

栃 木 県 介 護 保 険 財 政 安 定 化 基 金 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 三 年 七 月 三 十 日

栃 木 県 知 事 福 田 富 一

栃 木 県 介 護 保 険 財 政 安 定 化 基 金 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

栃 木 県 介 護 保 険 財 政 安 定 化 基 金 条 例 施 行 規 則 （ 平 成 十 二 年 栃 木 県 規 則 第 六 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

附 則 附 則

１ ～ ３ 略 １ ～ ３ 略

（ 令 和 三 年 度 か ら 令 和 五 年 度 ま で の 貸 付 金 の 償 還

方 法 の 特 例 ）

４ 令 和 三 年 度 か ら 令 和 五 年 度 ま で の 計 画 期 間 に お

け る 貸 付 金 は 、 政 令 附 則 第 二 条 の 二 第 一 項 の 規 定

に よ り 当 該 貸 付 金 の 償 還 期 限 が 令 和 十 一 年 度 の 末

日 ま で 延 長 さ れ た 市 町 村 に つ い て は 、 第 九 条 第 一

項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 該 計 画 期 間 に お け る 貸

付 金 の 総 額 を 六 で 除 し て 得 た 金 額 を 、 令 和 六 年 度

か ら 令 和 十 一 年 度 ま で の 各 年 度 に お い て 償 還 す る

も の と す る 。 当 該 六 で 除 し て 得 た 金 額 に 一 円 未 満

の 端 数 が 生 じ た 場 合 の 当 該 端 数 に 係 る 償 還 金 の 償

還 に つ い て は 、 知 事 が 別 に 定 め る 。

５ 令 和 三 年 度 か ら 令 和 五 年 度 ま で の 計 画 期 間 に お

け る 貸 付 金 は 、 政 令 附 則 第 二 条 の 二 第 二 項 の 規 定

に よ り 当 該 貸 付 金 の 償 還 期 限 が 令 和 十 四 年 度 の 末

日 ま で 延 長 さ れ た 市 町 村 に つ い て は 、 第 九 条 第 一

項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 該 計 画 期 間 に お け る 貸

付 金 の 総 額 を 九 で 除 し て 得 た 金 額 を 、 令 和 六 年 度

か ら 令 和 十 四 年 度 ま で の 各 年 度 に お い て 償 還 す る

も の と す る 。 当 該 九 で 除 し て 得 た 金 額 に 一 円 未 満

の 端 数 が 生 じ た 場 合 の 当 該 端 数 に 係 る 償 還 金 の 償

還 に つ い て は 、 知 事 が 別 に 定 め る 。

（ 令 和 六 年 度 か ら 令 和 八 年 度 ま で の 貸 付 金 の 償 還

方 法 の 特 例 ）

６ 令 和 六 年 度 か ら 令 和 八 年 度 ま で の 計 画 期 間 に お

け る 貸 付 金 は 、 政 令 附 則 第 二 条 の 三 第 一 項 の 規 定

に よ り 当 該 貸 付 金 の 償 還 期 限 が 令 和 十 四 年 度 の 末

日 ま で 延 長 さ れ た 市 町 村 に つ い て は 、 第 九 条 第 一

項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 該 計 画 期 間 に お け る 貸

付 金 の 総 額 を 六 で 除 し て 得 た 金 額 を 、 令 和 九 年 度

か ら 令 和 十 四 年 度 ま で の 各 年 度 に お い て 償 還 す る

も の と す る 。 当 該 六 で 除 し て 得 た 金 額 に 一 円 未 満

の 端 数 が 生 じ た 場 合 の 当 該 端 数 に 係 る 償 還 金 の 償

還 に つ い て は 、 知 事 が 別 に 定 め る 。

７ 令 和 六 年 度 か ら 令 和 八 年 度 ま で の 計 画 期 間 に お

け る 貸 付 金 は 、 政 令 附 則 第 二 条 の 三 第 二 項 の 規 定

に よ り 当 該 貸 付 金 の 償 還 期 限 が 令 和 十 七 年 度 の 末
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栃 木 県 規 則 第 四 十 一 号

栃 木 県 介 護 保 険 財 政 安 定 化 基 金 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 次 の よ う に 定 め る 。

令 和 三 年 七 月 三 十 日

栃 木 県 知 事 福 田 富 一

栃 木 県 介 護 保 険 財 政 安 定 化 基 金 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

栃 木 県 介 護 保 険 財 政 安 定 化 基 金 条 例 施 行 規 則 （ 平 成 十 二 年 栃 木 県 規 則 第 六 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

附 則 附 則

１ ～ ３ 略 １ ～ ３ 略

（ 令 和 三 年 度 か ら 令 和 五 年 度 ま で の 貸 付 金 の 償 還

方 法 の 特 例 ）

４ 令 和 三 年 度 か ら 令 和 五 年 度 ま で の 計 画 期 間 に お

け る 貸 付 金 は 、 政 令 附 則 第 二 条 の 二 第 一 項 の 規 定

に よ り 当 該 貸 付 金 の 償 還 期 限 が 令 和 十 一 年 度 の 末

日 ま で 延 長 さ れ た 市 町 村 に つ い て は 、 第 九 条 第 一

項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 該 計 画 期 間 に お け る 貸

付 金 の 総 額 を 六 で 除 し て 得 た 金 額 を 、 令 和 六 年 度

か ら 令 和 十 一 年 度 ま で の 各 年 度 に お い て 償 還 す る

も の と す る 。 当 該 六 で 除 し て 得 た 金 額 に 一 円 未 満

の 端 数 が 生 じ た 場 合 の 当 該 端 数 に 係 る 償 還 金 の 償

還 に つ い て は 、 知 事 が 別 に 定 め る 。

５ 令 和 三 年 度 か ら 令 和 五 年 度 ま で の 計 画 期 間 に お

け る 貸 付 金 は 、 政 令 附 則 第 二 条 の 二 第 二 項 の 規 定

に よ り 当 該 貸 付 金 の 償 還 期 限 が 令 和 十 四 年 度 の 末

日 ま で 延 長 さ れ た 市 町 村 に つ い て は 、 第 九 条 第 一

項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 該 計 画 期 間 に お け る 貸

付 金 の 総 額 を 九 で 除 し て 得 た 金 額 を 、 令 和 六 年 度

か ら 令 和 十 四 年 度 ま で の 各 年 度 に お い て 償 還 す る

も の と す る 。 当 該 九 で 除 し て 得 た 金 額 に 一 円 未 満

の 端 数 が 生 じ た 場 合 の 当 該 端 数 に 係 る 償 還 金 の 償

還 に つ い て は 、 知 事 が 別 に 定 め る 。

（ 令 和 六 年 度 か ら 令 和 八 年 度 ま で の 貸 付 金 の 償 還

方 法 の 特 例 ）

６ 令 和 六 年 度 か ら 令 和 八 年 度 ま で の 計 画 期 間 に お

け る 貸 付 金 は 、 政 令 附 則 第 二 条 の 三 第 一 項 の 規 定

に よ り 当 該 貸 付 金 の 償 還 期 限 が 令 和 十 四 年 度 の 末

日 ま で 延 長 さ れ た 市 町 村 に つ い て は 、 第 九 条 第 一

項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 該 計 画 期 間 に お け る 貸

付 金 の 総 額 を 六 で 除 し て 得 た 金 額 を 、 令 和 九 年 度

か ら 令 和 十 四 年 度 ま で の 各 年 度 に お い て 償 還 す る

も の と す る 。 当 該 六 で 除 し て 得 た 金 額 に 一 円 未 満

の 端 数 が 生 じ た 場 合 の 当 該 端 数 に 係 る 償 還 金 の 償

還 に つ い て は 、 知 事 が 別 に 定 め る 。

７ 令 和 六 年 度 か ら 令 和 八 年 度 ま で の 計 画 期 間 に お

け る 貸 付 金 は 、 政 令 附 則 第 二 条 の 三 第 二 項 の 規 定

に よ り 当 該 貸 付 金 の 償 還 期 限 が 令 和 十 七 年 度 の 末

-
2

-

日 ま で 延 長 さ れ た 市 町 村 に つ い て は 、 第 九 条 第 一

項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 該 計 画 期 間 に お け る 貸

付 金 の 総 額 を 九 で 除 し て 得 た 金 額 を 、 令 和 九 年 度

か ら 令 和 十 七 年 度 ま で の 各 年 度 に お い て 償 還 す る

も の と す る 。 当 該 九 で 除 し て 得 た 金 額 に 一 円 未 満

の 端 数 が 生 じ た 場 合 の 当 該 端 数 に 係 る 償 還 金 の 償

還 に つ い て は 、 知 事 が 別 に 定 め る 。

８ 略 ４ 略

附 則

こ の 規 則 は 、 令 和 三 年 八 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 高 齢 対 策 課 ）

栃 木 県 規 則 第 四 十 二 号

医 薬 品 、 医 療 機 器 等 の 品 質 、 有 効 性 及 び 安 全 性 の 確 保 等 に 関 す る 法 律 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 次 の よ

う に 定 め る 。

令 和 三 年 七 月 三 十 日

栃 木 県 知 事 福 田 富 一

医 薬 品 、 医 療 機 器 等 の 品 質 、 有 効 性 及 び 安 全 性 の 確 保 等 に 関 す る 法 律 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

医 薬 品 、 医 療 機 器 等 の 品 質 、 有 効 性 及 び 安 全 性 の 確 保 等 に 関 す る 法 律 施 行 細 則 （ 平 成 十 六 年 栃 木 県 規 則 第 六

十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 薬 局 等 の 管 理 者 の 兼 務 の 許 可 ） （ 薬 局 等 の 管 理 者 の 兼 務 の 許 可 ）

第 二 条 法 第 七 条 第 四 項 た だ し 書 （ 法 第 十 七 条 第 八 第 二 条 法 第 七 条 第 三 項 た だ し 書 （ 法 第 十 七 条 第 四

項 、 第 二 十 三 条 の 二 の 十 四 第 十 三 項 又 は 第 六 十 八 項 、 第 二 十 三 条 の 二 の 十 四 第 六 項 又 は 第 六 十 八

条 の 十 六 第 二 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 条 の 十 六 第 二 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含

む 。 ） 、 第 二 十 八 条 第 四 項 た だ し 書 、 第 三 十 五 条 む 。 ） 、 第 二 十 八 条 第 三 項 た だ し 書 、 第 三 十 五 条

第 四 項 た だ し 書 、 第 三 十 九 条 の 二 第 二 項 た だ し 書 第 三 項 た だ し 書 、 第 三 十 九 条 の 二 第 二 項 た だ し 書

又 は 第 四 十 条 の 六 第 二 項 た だ し 書 の 許 可 を 受 け よ 又 は 第 四 十 条 の 六 第 二 項 た だ し 書 の 許 可 を 受 け よ

う と す る 者 は 、 管 理 者 兼 務 許 可 申 請 書 （ 別 記 様 式 う と す る 者 は 、 管 理 者 兼 務 許 可 申 請 書 （ 別 記 様 式

第 一 号 ） を 知 事 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 第 一 号 ） を 知 事 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

（ 受 験 の 申 請 ） （ 受 験 の 申 請 ）

第 八 条 の 三 省 令 第 百 五 十 九 条 の 五 の 申 請 書 第 八 条 の 三 省 令 第 百 五 十 九 条 の 五 第 一 項 の 申 請 書

は 、 登 録 販 売 者 試 験 受 験 願 書 （ 別 記 様 式 第 六 号 の は 、 登 録 販 売 者 試 験 受 験 願 書 （ 別 記 様 式 第 六 号 の

三 ） に よ る も の と す る 。 三 ） に よ る も の と す る 。

（ 薬 局 開 設 許 可 証 等 の 返 納 ） （ 薬 局 開 設 許 可 証 等 の 返 納 ）

第 十 二 条 政 令 第 二 条 の 四 第 三 項 、 第 二 条 の 五 、 政 第 十 二 条 政 令 第 一 条 の 六 第 三 項 、 第 一 条 の 七 、 政

令 第 六 条 第 五 項 及 び 第 六 項 に お い て 読 み 替 え て 適 令 第 六 条 第 五 項 に お い て 読 み 替 え て 適

用 さ れ る 同 条 第 四 項 、 政 令 第 七 条 第 二 項 及 び 第 三 用 さ れ る 同 条 第 四 項 、 政 令 第 七 条 第 二 項

項 に お い て 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 同 条 第 一 項 、 政 に お い て 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 同 条 第 一 項 、 政

令 第 十 三 条 第 五 項 及 び 第 六 項 に お い て 読 み 替 え て 令 第 十 三 条 第 五 項 に お い て 読 み 替 え て

適 用 さ れ る 同 条 第 四 項 、 政 令 第 十 四 条 第 二 項 及 び 適 用 さ れ る 同 条 第 四 項 、 政 令 第 十 四 条 第 二 項

第 三 項 に お い て 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 同 条 第 一 に お い て 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 同 条 第 一

項 、 政 令 第 三 十 七 条 の 三 第 五 項 に お い て 読 み 替 え 項 、 政 令 第 三 十 七 条 の 三 第 五 項 に お い て 読 み 替 え

て 適 用 さ れ る 同 条 第 四 項 、 政 令 第 三 十 七 条 の 四 第 て 適 用 さ れ る 同 条 第 四 項 、 政 令 第 三 十 七 条 の 四 第

二 項 に お い て 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 同 条 第 一 項 、 二 項 に お い て 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 同 条 第 一 項 、

政 令 第 四 十 三 条 の 五 第 五 項 に お い て 読 み 替 え て 適 政 令 第 四 十 三 条 の 五 第 五 項 に お い て 読 み 替 え て 適

用 さ れ る 同 条 第 四 項 、 政 令 第 四 十 三 条 の 六 第 二 項 用 さ れ る 同 条 第 四 項 、 政 令 第 四 十 三 条 の 六 第 二 項

に お い て 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 同 条 第 一 項 、 政 令 に お い て 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 同 条 第 一 項 、 政 令

第 四 十 六 条 第 三 項 並 び に 第 四 十 七 条 の 規 定 に よ る 第 四 十 六 条 第 三 項 及 び 第 四 十 七 条 の 規 定 に よ る

許 可 証 の 返 納 、 政 令 第 二 条 の 九 第 三 項 の 規 定 に よ 許 可 証 の 返 納 又 は

る 認 定 証 の 返 納 又 は 政 令 第 十 六 条 の 五 第 五 項 に お

い て 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 同 条 第 四 項 、 政 令 第 十

六 条 の 六 第 二 項 に お い て 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 同

条 第 一 項 、 政 令 第 三 十 七 条 の 十 第 五 項 に お い て 読 政 令 第 三 十 七 条 の 十 第 五 項 に お い て 読

み 替 え て 適 用 さ れ る 同 条 第 四 項 （ 政 令 第 五 十 五 条 み 替 え て 適 用 さ れ る 同 条 第 四 項 （ 政 令 第 五 十 五 条

に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 及 び 政 令 第 三 十 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 及 び 政 令 第 三 十

よ う に 定 め る 。
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栃 木 県 規 則 第 四 十 二 号

医 薬 品 、 医 療 機 器 等 の 品 質 、 有 効 性 及 び 安 全 性 の 確 保 等 に 関 す る 法 律 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 次 の よ

う に 定 め る 。

令 和 三 年 七 月 三 十 日

栃 木 県 知 事 福 田 富 一

医 薬 品 、 医 療 機 器 等 の 品 質 、 有 効 性 及 び 安 全 性 の 確 保 等 に 関 す る 法 律 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

医 薬 品 、 医 療 機 器 等 の 品 質 、 有 効 性 及 び 安 全 性 の 確 保 等 に 関 す る 法 律 施 行 細 則 （ 平 成 十 六 年 栃 木 県 規 則 第 六

十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 薬 局 等 の 管 理 者 の 兼 務 の 許 可 ） （ 薬 局 等 の 管 理 者 の 兼 務 の 許 可 ）

第 二 条 法 第 七 条 第 四 項 た だ し 書 （ 法 第 十 七 条 第 八 第 二 条 法 第 七 条 第 三 項 た だ し 書 （ 法 第 十 七 条 第 四

項 、 第 二 十 三 条 の 二 の 十 四 第 十 三 項 又 は 第 六 十 八 項 、 第 二 十 三 条 の 二 の 十 四 第 六 項 又 は 第 六 十 八

条 の 十 六 第 二 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 条 の 十 六 第 二 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含

む 。 ） 、 第 二 十 八 条 第 四 項 た だ し 書 、 第 三 十 五 条 む 。 ） 、 第 二 十 八 条 第 三 項 た だ し 書 、 第 三 十 五 条

第 四 項 た だ し 書 、 第 三 十 九 条 の 二 第 二 項 た だ し 書 第 三 項 た だ し 書 、 第 三 十 九 条 の 二 第 二 項 た だ し 書

又 は 第 四 十 条 の 六 第 二 項 た だ し 書 の 許 可 を 受 け よ 又 は 第 四 十 条 の 六 第 二 項 た だ し 書 の 許 可 を 受 け よ

う と す る 者 は 、 管 理 者 兼 務 許 可 申 請 書 （ 別 記 様 式 う と す る 者 は 、 管 理 者 兼 務 許 可 申 請 書 （ 別 記 様 式

第 一 号 ） を 知 事 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 第 一 号 ） を 知 事 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

（ 受 験 の 申 請 ） （ 受 験 の 申 請 ）

第 八 条 の 三 省 令 第 百 五 十 九 条 の 五 の 申 請 書 第 八 条 の 三 省 令 第 百 五 十 九 条 の 五 第 一 項 の 申 請 書

は 、 登 録 販 売 者 試 験 受 験 願 書 （ 別 記 様 式 第 六 号 の は 、 登 録 販 売 者 試 験 受 験 願 書 （ 別 記 様 式 第 六 号 の

三 ） に よ る も の と す る 。 三 ） に よ る も の と す る 。

（ 薬 局 開 設 許 可 証 等 の 返 納 ） （ 薬 局 開 設 許 可 証 等 の 返 納 ）

第 十 二 条 政 令 第 二 条 の 四 第 三 項 、 第 二 条 の 五 、 政 第 十 二 条 政 令 第 一 条 の 六 第 三 項 、 第 一 条 の 七 、 政

令 第 六 条 第 五 項 及 び 第 六 項 に お い て 読 み 替 え て 適 令 第 六 条 第 五 項 に お い て 読 み 替 え て 適

用 さ れ る 同 条 第 四 項 、 政 令 第 七 条 第 二 項 及 び 第 三 用 さ れ る 同 条 第 四 項 、 政 令 第 七 条 第 二 項

項 に お い て 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 同 条 第 一 項 、 政 に お い て 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 同 条 第 一 項 、 政

令 第 十 三 条 第 五 項 及 び 第 六 項 に お い て 読 み 替 え て 令 第 十 三 条 第 五 項 に お い て 読 み 替 え て

適 用 さ れ る 同 条 第 四 項 、 政 令 第 十 四 条 第 二 項 及 び 適 用 さ れ る 同 条 第 四 項 、 政 令 第 十 四 条 第 二 項

第 三 項 に お い て 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 同 条 第 一 に お い て 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 同 条 第 一

項 、 政 令 第 三 十 七 条 の 三 第 五 項 に お い て 読 み 替 え 項 、 政 令 第 三 十 七 条 の 三 第 五 項 に お い て 読 み 替 え

て 適 用 さ れ る 同 条 第 四 項 、 政 令 第 三 十 七 条 の 四 第 て 適 用 さ れ る 同 条 第 四 項 、 政 令 第 三 十 七 条 の 四 第

二 項 に お い て 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 同 条 第 一 項 、 二 項 に お い て 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 同 条 第 一 項 、

政 令 第 四 十 三 条 の 五 第 五 項 に お い て 読 み 替 え て 適 政 令 第 四 十 三 条 の 五 第 五 項 に お い て 読 み 替 え て 適

用 さ れ る 同 条 第 四 項 、 政 令 第 四 十 三 条 の 六 第 二 項 用 さ れ る 同 条 第 四 項 、 政 令 第 四 十 三 条 の 六 第 二 項

に お い て 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 同 条 第 一 項 、 政 令 に お い て 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 同 条 第 一 項 、 政 令

第 四 十 六 条 第 三 項 並 び に 第 四 十 七 条 の 規 定 に よ る 第 四 十 六 条 第 三 項 及 び 第 四 十 七 条 の 規 定 に よ る

許 可 証 の 返 納 、 政 令 第 二 条 の 九 第 三 項 の 規 定 に よ 許 可 証 の 返 納 又 は

る 認 定 証 の 返 納 又 は 政 令 第 十 六 条 の 五 第 五 項 に お

い て 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 同 条 第 四 項 、 政 令 第 十

六 条 の 六 第 二 項 に お い て 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 同

条 第 一 項 、 政 令 第 三 十 七 条 の 十 第 五 項 に お い て 読 政 令 第 三 十 七 条 の 十 第 五 項 に お い て 読

み 替 え て 適 用 さ れ る 同 条 第 四 項 （ 政 令 第 五 十 五 条 み 替 え て 適 用 さ れ る 同 条 第 四 項 （ 政 令 第 五 十 五 条

に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 及 び 政 令 第 三 十 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 及 び 政 令 第 三 十

七 条 の 十 一 第 二 項 に お い て 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 七 条 の 十 一 第 二 項 に お い て 読 み 替 え て 適 用 さ れ る

同 条 第 一 項 （ 政 令 第 五 十 五 条 に お い て 準 用 す る 場 同 条 第 一 項 （ 政 令 第 五 十 五 条 に お い て 準 用 す る 場

合 を 含 む 。 ） の 規 定 に よ る 登 録 証 の 返 納 は 、 薬 局 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に よ る 登 録 証 の 返 納 は 、 薬 局

開 設 許 可 証 等 返 納 届 （ 別 記 様 式 第 十 号 ） を 提 出 し 開 設 許 可 証 等 返 納 届 （ 別 記 様 式 第 十 号 ） を 提 出 し

て 行 わ な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 法 第 十 条 第 一 て 行 わ な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 法 第 十 条 第 一

項 （ 法 第 三 十 八 条 第 一 項 若 し く は 第 二 項 、 第 四 十 項 （ 法 第 三 十 八 条 第 一 項 若 し く は 第 二 項 、 第 四 十

条 第 一 項 又 は 第 四 十 条 の 七 に お い て 準 用 す る 場 合 条 第 一 項 又 は 第 四 十 条 の 七 に お い て 準 用 す る 場 合

を 含 む 。 ） 、 第 十 九 条 第 一 項 若 し く は 第 二 項 、 第 を 含 む 。 ） 、 第 十 九 条 第 一 項 若 し く は 第 二 項 、 第

二 十 三 条 の 二 の 十 六 第 一 項 若 し く は 同 条 第 二 項 二 十 三 条 の 二 の 十 六 第 一 項 若 し く は 同 条 第 二 項

（ 法 第 四 十 条 の 三 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 （ 法 第 四 十 条 の 三 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含

む 。 ） 又 は 第 二 十 三 条 の 三 十 六 第 一 項 の 規 定 に よ む 。 ） 又 は 第 二 十 三 条 の 三 十 六 第 一 項 の 規 定 に よ

る 廃 止 の 届 出 の 際 に 許 可 証 又 は 登 録 証 を 提 出 し た る 廃 止 の 届 出 の 際 に 許 可 証 又 は 登 録 証 を 提 出 し た

場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。

（ 書 類 の 経 由 ） （ 書 類 の 経 由 ）

第 十 三 条 法 、 政 令 、 省 令 又 は こ の 規 則 に よ り 知 事 第 十 三 条 法 、 政 令 、 省 令 又 は こ の 規 則 に よ り 知 事

に 提 出 す る 書 類 及 び 知 事 を 経 由 し て 厚 生 労 働 大 臣 に 提 出 す る 書 類 及 び 知 事 を 経 由 し て 厚 生 労 働 大 臣

に 提 出 す る 書 類 は 、 所 轄 保 健 所 又 は 保 健 所 支 所 の に 提 出 す る 書 類 は 、 所 轄 保 健 所 又 は 保 健 所 支 所 の

長 （ 宇 都 宮 市 に あ っ て は 、 宇 都 宮 市 長 ） を 経 由 し 長 （ 宇 都 宮 市 に あ っ て は 、 宇 都 宮 市 長 ） を 経 由 し

な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 次 に 掲 げ る 書 類 に つ な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 次 に 掲 げ る 書 類 に つ

い て は 、 こ の 限 り で な い 。 い て は 、 こ の 限 り で な い 。

一 略 一 略

二 法 第 十 三 条 の 二 の 二 第 一 項 の 登 録 に 関 す る 書

類
三 ～ 九 略 二 ～ 八 略

別 記 様 式 第 一 号 及 び 別 記 様 式 第 二 号 中 「第７条第３項ただし書」 を 「第７条第４項ただし書」 に 、 「第17条

第４項」 を 「第17条第８項」 に 、 「第23条の２の14第６項」 を 「第23条の２の14第13項」 に 、 「第28条第３項

ただし書・第35条第３項ただし書」 を 「第28条第４項ただし書・第35条第４項ただし書」 に 改 め る 。

別 記 様 式 第 六 号 の 三 中 「第159条の５第１項」 を 「第159条の５」 に 改 め る 。

別 記 様 式 第 十 号 中 「 （医薬品」 を 「 （地域連携薬局等・医薬品」 に 、 「 （の許可証）の登録証） 」 を 「 ）の

許可証（認定証・登録証） 」 に 、

「 「

許可（ 登録） の番号 許可（認定・登録）の番号

を に 、 「 （登録証」

許可（ 登録） の年月日 許可（認定・登録）の年月日

」 」

を 「 （認定証・登録証」 に 改 め る 。

附 則

こ の 規 則 は 、 令 和 三 年 八 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 薬 務 課 ）
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七 条 の 十 一 第 二 項 に お い て 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 七 条 の 十 一 第 二 項 に お い て 読 み 替 え て 適 用 さ れ る

同 条 第 一 項 （ 政 令 第 五 十 五 条 に お い て 準 用 す る 場 同 条 第 一 項 （ 政 令 第 五 十 五 条 に お い て 準 用 す る 場

合 を 含 む 。 ） の 規 定 に よ る 登 録 証 の 返 納 は 、 薬 局 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に よ る 登 録 証 の 返 納 は 、 薬 局

開 設 許 可 証 等 返 納 届 （ 別 記 様 式 第 十 号 ） を 提 出 し 開 設 許 可 証 等 返 納 届 （ 別 記 様 式 第 十 号 ） を 提 出 し

て 行 わ な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 法 第 十 条 第 一 て 行 わ な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 法 第 十 条 第 一

項 （ 法 第 三 十 八 条 第 一 項 若 し く は 第 二 項 、 第 四 十 項 （ 法 第 三 十 八 条 第 一 項 若 し く は 第 二 項 、 第 四 十

条 第 一 項 又 は 第 四 十 条 の 七 に お い て 準 用 す る 場 合 条 第 一 項 又 は 第 四 十 条 の 七 に お い て 準 用 す る 場 合

を 含 む 。 ） 、 第 十 九 条 第 一 項 若 し く は 第 二 項 、 第 を 含 む 。 ） 、 第 十 九 条 第 一 項 若 し く は 第 二 項 、 第

二 十 三 条 の 二 の 十 六 第 一 項 若 し く は 同 条 第 二 項 二 十 三 条 の 二 の 十 六 第 一 項 若 し く は 同 条 第 二 項

（ 法 第 四 十 条 の 三 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 （ 法 第 四 十 条 の 三 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含

む 。 ） 又 は 第 二 十 三 条 の 三 十 六 第 一 項 の 規 定 に よ む 。 ） 又 は 第 二 十 三 条 の 三 十 六 第 一 項 の 規 定 に よ

る 廃 止 の 届 出 の 際 に 許 可 証 又 は 登 録 証 を 提 出 し た る 廃 止 の 届 出 の 際 に 許 可 証 又 は 登 録 証 を 提 出 し た

場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。

（ 書 類 の 経 由 ） （ 書 類 の 経 由 ）

第 十 三 条 法 、 政 令 、 省 令 又 は こ の 規 則 に よ り 知 事 第 十 三 条 法 、 政 令 、 省 令 又 は こ の 規 則 に よ り 知 事

に 提 出 す る 書 類 及 び 知 事 を 経 由 し て 厚 生 労 働 大 臣 に 提 出 す る 書 類 及 び 知 事 を 経 由 し て 厚 生 労 働 大 臣

に 提 出 す る 書 類 は 、 所 轄 保 健 所 又 は 保 健 所 支 所 の に 提 出 す る 書 類 は 、 所 轄 保 健 所 又 は 保 健 所 支 所 の

長 （ 宇 都 宮 市 に あ っ て は 、 宇 都 宮 市 長 ） を 経 由 し 長 （ 宇 都 宮 市 に あ っ て は 、 宇 都 宮 市 長 ） を 経 由 し

な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 次 に 掲 げ る 書 類 に つ な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 次 に 掲 げ る 書 類 に つ

い て は 、 こ の 限 り で な い 。 い て は 、 こ の 限 り で な い 。

一 略 一 略

二 法 第 十 三 条 の 二 の 二 第 一 項 の 登 録 に 関 す る 書

類
三 ～ 九 略 二 ～ 八 略

別 記 様 式 第 一 号 及 び 別 記 様 式 第 二 号 中 「第７条第３項ただし書」 を 「第７条第４項ただし書」 に 、 「第17条

第４項」 を 「第17条第８項」 に 、 「第23条の２の14第６項」 を 「第23条の２の14第13項」 に 、 「第28条第３項

ただし書・第35条第３項ただし書」 を 「第28条第４項ただし書・第35条第４項ただし書」 に 改 め る 。

別 記 様 式 第 六 号 の 三 中 「第159条の５第１項」 を 「第159条の５」 に 改 め る 。

別 記 様 式 第 十 号 中 「 （医薬品」 を 「 （地域連携薬局等・医薬品」 に 、 「 （の許可証）の登録証） 」 を 「 ）の

許可証（認定証・登録証） 」 に 、

「 「

許可（ 登録） の番号 許可（認定・登録）の番号

を に 、 「 （登録証」

許可（ 登録） の年月日 許可（認定・登録）の年月日

」 」

を 「 （認定証・登録証」 に 改 め る 。

附 則

こ の 規 則 は 、 令 和 三 年 八 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 薬 務 課 ）


